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ゆたかな心をはぐくむ
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人権啓発標語 「あなたのこと　もっと知りたい　それが友だち」 武蔵ヶ丘小学校　５年　山
やま
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　中国料理店「笑福」の竹尾景利さん（光５町内）が11
月16日、厚生労働大臣表彰を受賞しました。表彰に先
立ち９月29日には、同大臣から中国料理専門調理師の
認定を受けており、卓越した技能と長年の功績が称えら
れて今回の受賞となりました。
　竹尾さんは「今回の受賞は、町内の他の料理人にも励
みになるものと思います。支えてくださった皆さんへの
感謝を忘れず、食を通して多くの人に喜んでもらえるよ
う今後も精進していきます」と話しました。

研さん続けた調理技能
竹尾景利さんが厚生労働大臣表彰を受賞
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Pick up News

大臣表彰を受賞した竹尾景利さん
（右から 2人目）

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

第33回菊陽町人権子ども集会
　第33回菊陽町人権子ども集会が12月９日、菊陽中
学校体育館で開催されました。この集会を実施するた
めに８月から５回にわたり子どもたちは実行委員会を
開き、準備を進めてきました。
　この集会は①いじめ・差別を受けている人の立場に
立って、それに対する意識を変える。②お互いの思い
を素直に伝え合い、今後の行動につなげる。③自分と
相手の個性を認め合い、いじめ・差別を許さないつな
がりをつくることを目的として、子どもたちが運営し
ていく集会です。
　今年は武蔵ヶ丘小・菊陽西小・武蔵ヶ丘北小・菊陽
中がステージ発表、菊陽北小・菊陽中部小・菊陽南
小・武蔵ヶ丘中・保育園が展示発表を行いました。菊
陽中学校体育館には子ども約750人、教職員や保護者
など約200人の参加がありました。
　開会にあたり実行委員長の篠

しの
崎
ざき
昂
こう
聖
せい
さん（武蔵ヶ丘

中学校３年）から「いじめや差別を許さないつながり
を作っていこう。こ
の集会をきっかけに
自分にできることを
行動に移し、身の周
りの差別をなくして
いこう」とあいさつ
がありました。

　武蔵ヶ丘小学校は「バトンをつなごう～平和への想
い～」と題し、社会科の授業、聞き取り、長崎修学旅

行での八木道子さ
んの講話や中国残
留日本人の井上鶴
嗣さんとの出会い
を通して、「平和
の大切さ」を伝え
ました。

　菊陽西小学校は、都合により実行委員会による代読
発表となりました。語り部の人が話した「水俣病はま
だ終わっていません」の意味を考えたことと差別に負
けない生き方に学び、正しいことを知り、正しいこと
を伝えていきたいと発表しました。

　武蔵ヶ丘北
小学校は見学
旅行や調べ学
習を通してこ
れまでのミナ
マタと現在の
ミナマタにつ
いて学んだことを詩や劇にまとめ、「構成詩『ミナマ
タ』」として発表しました。

　菊陽中学校は「夢を叶えるために～私たちの進路公
開～」と題して実際にあった就職差別と、それをな

くす取り組みを
劇化し、差別に
よって夢をかな
えることが妨げ
られてはならな
いと伝えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　各学校の発表に対しては参加者から「しっかり知る
ためにこういう集会に参加していきたい」、「知らない
うちに人を傷付けているかもしれない。自分の言動に
気を付けていきたい」など時間が足りないほどの返し
がありました。
　

　集会の最後には①いじめや差別を自分のこととして
考え、②自分から差別をなくす行動をし、③いじめや
差別を許さないなかまをつくっていくことの三つを集
会の宣言として参加者で確認しました。
　参加した保護者からは、子どもたちが自分たちで集
会を運営している姿、思いを込めて伝えたいことを表
現している姿、受け止めて返し考え合っている姿に子
どもたちの育ちを感じたとの感想がありました。


